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The JAPAN BRAND™
in Yangon Myanmar

◆実施概要

1.全体企画概要

事

実

業

施国 ・

名

地域

：

：

Japanese Foods Premium Trade Fair (JFPTF)

(マレーシア)出展事業

マレーシア・クアラルンプール

品 目 ： 日本酒、米菓

実 施 時 期 ： 2021年2月25日(木) ～ 2月26日(金)

実 施 場 所 ： ABC Cooking Studio Malaysia - Pavilion Elite Studio

事 業 主 催 ： 一般社団法人全日本コメ・コメ関連食品輸出促進協議会

実 施 目 的 ： 日本酒・米菓の輸出促進及び販路拡大

実 施 内 容 ： ・トレードフェア(B2B)：オンライン個別商談による現地バイヤーとの関係構築

・トレードフェア(B2C)：JFPTFフードショーを活用した新規商流構築

・事業運営事務局による事前研修会

・JETRO Kuala Lumpurによるオンライン事前商慣行レクチャー

・現地コーディネーターによる事前個別ミーティング

Pavilion内 ABC Cooking Studio 入口
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The JAPAN
BRAND™

in Yangon Myanmar

◆個別商談会の開催日程・概要

新型コロナウイルス感染症の状況により、活動制限令が発令されたため、当初予定してい
た日時（2020年11月5日～6日、2021年1月21日～22日）から二度延期となった。

結果的に、活動制限令が緩和されない中ではあったが、
2021年2月25日～26日にオンラインを主軸として商
談会を実施した。

参加者は開催時に渡航せず、国内にてWeb会議シス
テムを利用して現地バイヤーと商談を実施した。詳細は
後述する。

オンライン商談会 会場の様子

1.全体企画概要

開催場所 開催日程 開催規模 開催スケジュール

ABC Cooking  

Studio

（Pavilion Elite）

2021年2月25日(木)
～

2021年2月26日(金)

参加社数：14社
招聘バイヤー予定数：45社

招聘バイヤーカテゴリー：

輸入商社、小売、卸、ホテル

レストラン、等

◆1日目＜8商談枠(1商談30分)＞

10:00～12:00

商談会準備（商品陳列等）

13:00～18:00個別商談会

◆2日目＜8商談枠(1商談30分)＞

13:00～17:30個別商談会

17:30～18:00 撤収

実績：2日間合計166商談を実施

（内全米輸会員社合計50商談）

※近隣諸国タイ、カンボジア、ベトナ

ムのバイヤーは、自国からWebで参加
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The JAPAN BRAND™
in Yangon Myanmar

◆個別商談会におけるペアリングフードの提供
出展商品の味を引き立て、バイヤー側に対する食べ方や売り方のヒントとするため、ペアリングフードを用意した。

＜日本酒＞
・現地日本食レストラン 良成より以下のペアリングフードを手配した。

紅白なます/丸十蜜煮/茄子オランダ煮/南瓜含め煮/人参甘煮/  
椎茸旨煮/きんぴら牛蒡/鮭西京焼/合鴨ロース煮/信田巻/
鳥南蛮漬け/クリームチーズ西京漬け/数の子西京漬け/  
ブロッコリー酒盗和え/ふくさ焼き

・現地中華レストラン Marco Poloより以下のペアリングフードを手配した。

Crispy Roast Pork（ク リスピーローストポーク）/  
Thai Style jellyfish.（タイ風クラゲの和え物）/  
Smoked Chicken Roll（スモークチキンロール）/  
Seafood Spring Roll（海鮮春巻き）/
Fried shimeji mushroom（しめじフライ）

＜米菓＞
・抹茶・バニラアイス（ふんわり名人用）
・赤ワイン（チーズ味米菓用）
・抹茶（米菓全般用）
・緑茶（米菓全般用）

1.全体企画概要
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The JAPAN BRAND™
in Yangon Myanmar

◆フードショーの開催日程・概要

2月26日（金）の商談会後、オンラインにてフードショーが実施された。
当日の流れは以下の通りだった。

１．PR動画放映（商品の特徴である、花酵母を取り入れた 華やかな味
わいを表現する動画で導入された。）

２．プレゼン資料の解説（商談を担当した通訳及び現地プロモーターが
商 品 に つ い て 解 説 を 行 い 、現 地 視 聴 者 に PR した 。）

３．最後に英語ホームページQRコードを掲載し、ブックマークに
追加した視聴者（ABCクッキングの生徒）にギヴァウェイを送付した。

1.全体企画概要

開催場所 開催日程 開催規模・特徴 開催スケジュール

出展社数：6社

【来場者数】100人以上（ZOOM利用）

・現地消費者(主にStudioABC Cooking

準備：18:30～19:30

開催：19:30～21:30

ABC Cooking  

Studio

（Pavilion Elite）

2021年2月26日(金) 

年2月26日(金）

20:00～22:05(JST）

Studio会員)/現地旅行会社/メディア

【特 徴】

・調理試食を活用した PRが可能

・各種販路支援メニューの提供

・Facebook等のSNS登録活動

・マーケティング調査が可能

※アンケート調査

※オンライン販売可能: 現地通貨。
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（画像）フードショー

本番の様子



The JAPAN BRAND™
in Yangon Myanmar

◆現地商慣行レクチャー概要
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2. マレーシア商慣行レクチャー

実 施 都 市

実 施 日 時
: クアラルンプール

: 2020年10月13日（火）12時00分～13時00分（日本時間)

11時00分～12時00分（現地時間）

実 施 場 所 : オ ン ラ イ ン （ZOOM)
実 施 内 容 : 市場の最新情報、輸入規制（食品安全法、添加物、加工食品等の輸入に関する問題点） 流通及び新型

コロナ後の現状把握、輸出時の留意点などレクチャー。現地からの生きた 情報を参加者が得る機会

を提供。

ブリーフィング担当: JETROクアラルンプール事務所
参 加 社 情 報 : 全米輸会員、全米輸事務局、農林水産省 政策統括官付 農産企画課担当官 各位



The JAPAN BRAND™
in Yangon Myanmar

8

2. マレーシア商慣行レクチャー

◆現地商慣行レクチャー実施記録
現地で受け入れられる日本食:寿司
・25年前は生魚を食する人がいなかったマレーシア。 1995年頃から回転

ずしやスーパーでの持ち帰り寿司が出始め、現在では大きなトレンドへ
と発展。一種の国民食とみなされるほどの人気。年間集客数は1億人。

・Halal回転寿司を「すし金」が展開。以前は中華系マレー人対象であった が、イスラ
ム対応の寿司や飲茶が出てきている（業態開発）→69％以上

（1000万人）のイスラム層をターゲットにしないと企業発展が難しい。

消費を支えるジェネレーション
・15～45歳がマレーシア経済を動かしている。特に日本食を食べる層。

15～64歳がマレーシア人口の70％を占める。
・国立の大学へ行ける％は、人口比に合わせて枠が決められている。中華 系は2割

と少ないため海外へ留学し色々な経験を積んで（情報のみなら ず食も含まれる
）帰国。その殆どが日本食に精通して帰ってくる。

・ビジネスを占めるのは中華系で、家族経営ビジネス展開が多い。マレー
シアでは相続税が無いため、先代からの資産を有効活用できる。

・海外からの帰国者は新しいネットワークと共に帰国する。例）日本に行 くけど美味し
い和食レストランはどこ?→銀座裏通りの隠れた寿司屋に 何組も海外からの渡航
者が来ていた。コロナ終息後もコロナ前と同じよ うな情報の流れが想定される。日
本の情報はSNSを通じて得ている。
※日本で売れる商品は各国のマーケットに根付いていく。

現地のコンビニ関連情報
・マレーシアのコンビニはガソリンスタンドの併設店であることが圧倒的に多く、簡便的に
食べれる商品が多い。国民の要求が高品質化傾向。

・販売フロア面積3,000㎡未満のスーパーやミニマーケットは外国資本の参入が禁止
されている業種である。

・コンビニに日本のお菓子を置くようになっている。 その他



The JAPAN BRAND™
in Yangon Myanmar

事 業 名 : コメ・コメ加工品輸出支援事業 Japanese Foods Premium Trade Fair (マレーシア)出展事業

のうち出展事業現地コーディネーターとのオンラインセッション(One on One)

開催期間:

実施方法:

実施目的:

実施内容:

令和２年10月19日(月)～10月21日(水) 

オンライン（TEAMS)

輸出促進のための現地商慣行レクチャー及び意見交換

1.現地コーディネーターによるマレーシアの商慣行レクチャー

2. 全米輸会員各位と現地コーディネーターによる意見交換・質疑応答

スケジュール: 4セッション ※1セッション45分

３．現地コーディネーターとのオンラインセッション(One on One)
◆実施概要
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The JAPAN BRAND™
in Yangon Myanmar

＜ASIA INFONET田辺氏:現地での活動について＞
ASIA INFONET (M) SDN BHD設立1999年。代表の田辺氏は在マレーシア歴21年以上。

日系企業のためのビジネスニュース発行が主軸（中国語、マレー語等の現地新聞から日系企業

に関係のある記事を取りまとめ日本語に訳し発行）。 在マレーシア日系企業約1600社（約２

万人）が対象。近年では食品商談会のアレンジ、食品の輸出入など日本食との関係が深く、両

国の食の架け橋としての役割を担っている。

＜マレーシアの概要＞

※マレーシアの基本情報はJETRO事前セミナーと被るため大部分を割愛し説明。

・人 口： 約3,200万人の多民族国家（他のアジア諸国より人口は少ないが所得は高い）

・人 種： マレー系（約69％），中国系（約23％），インド系（約7％）その他（約1％）

・所 得： ASEAN諸国ではシンガポールに次ぎ2位。富裕層（US$35,000以上の所得）はシンガポールより多く、

この層が日本産食品のターゲット。

・平均年齢: 28.5歳。（現状）10後半～20代が現地の寿司屋を利用している。この若い世代の年収が上がると、

よ り高級な寿司屋を彼らが利用することが想定される。日本食・日本酒の潜在需要の伸びに期待。

・経済成⾧率:毎年約５％強（新型コロナ感染の影響を受けた今年を除く）

３．現地コーディネーターとのオンラインセッション(One on One)
◆セッション・サマリーPart 1:現地市場に関するレクチャー

（画像上）
現地コーディネーター田辺氏

9



The JAPAN BRAND™
in Yangon Myanmar

＜マレーシア国内の新型コロナ感染状況（10月21日現在）＞

・ 新型コロナの新規感染者数は865人、累計で2.1万人を超えた（10/20付）現時点で感染者数が最も多いのはサバ州。

サバ州での選挙のため、都市からサバ州に戻った人々が感染後、都心に帰ったことで都市部で一気に感染が広がった。

・ 現地政府は10月22日付でオフィス勤務者に原則在宅勤務を命じた。飲食店への客足が遠のくことが再度懸念されている。

＜輸出1stフェーズはノンハラール市場へ＞

・ マレー系の約9割がムスリムだが、日本産食品のファンは中華系の富裕層。進出初期にハラール認証は不要と考えてよい。
・ 「なんちゃってイスラム教徒（実はあまり敬虔でないイスラム教徒）」はアルコールと豚肉がフリーであれば、ハラール認証

が 無い食品でも購入している。特に地方に行くほど、イスラム系マレー人が多いため宗教色が強い。

・ マレーシア都市部にはナイトクラブや飲み屋が多く主な客層は中華系。都市部にイスラムの国という固定概念は不要。

・ ハラール認証がネックとなり日本からの輸入量が少ない。日本企業側は、この認証を取得できなければマレーシアでは売れない

と思い込んでいないか?日本からの輸入を増やす施策が必要。

＜日本食レストラン・コンビニの状況＞

・ KLの首都圏では約1000店舗の日本食レストランがあり、特にこの３～４年は、

High-end系店舗が増加している。 High-end層向けのフレンチレストラン 「DC

Restaurant（HP: https://www.restaurant-dc.com/ ）では、シェフが日本食材を好み活用している。

・ 2016年ファミリーマートが初出店し現在は200店以上を展開。ファミリーマートのお

でんヒット後、 日本のコンビニ文化が定着しつつある。セブン等のPBの食品。

(画像上)  
DC Restaurant

３．現地コーディネーターとのオンラインセッション(One on One)
◆セッション・サマリーPart 1:現地市場に関するレクチャー
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The JAPAN BRAND™
in Yangon Myanmar

＜現地での商品パッケージ・食のトレンド・インポーターの選択基準ほか＞

・ 日本製菓子パッケージ:中国や韓国産商品と比較して見栄えが良いため好感度が高い。

・ 日本食品は安全・健康が担保されているという認識が定着している。
・ハラール和牛:2018年からマレーシアで取扱われている。人気はあるが高価。スーパーでは一般的な牛肉の約10倍

。 価格高のためレストランでの需要が主だが、現在はOZハラール和牛に押され気味。

・ 日本のリンゴ:以前は日本産のリンゴなら売れたが、現在は韓国産等の質が上がり価格面でもCompetitive。市場ニー

ズは見栄えが良く甘いリンゴ。マス向け薄利多売か、高級路線か、輸入業により強みが違うため目的に合う企業選定を。
・日本人会主催の「盆踊り大会」（マレーシアで毎年開催。約３万人のうち1千が日本人）日本国外で行われる盆踊り

大会としては最大。2017年＆2018年には、屋台でカレー＆焼きそば2000食を1時間で売り切る。日本食ファン等が集

まるためテストマーケティングやPR等に効果的なイベント。市場調査では200人対象のアンケート調査を30分で完了。

※来場者の7割はマレー系のムスリムであるため会場内は飲酒禁止。

・現地人口の9割がSNSを活用しており、SNS映え商品に人気が集まる傾向。

・ Air Asiaが日本へ就航をスタートしてから本物の日本の味を知るマレーシア人が急増し、日本食ブームを加速させた。

※ 補足情報:12月5日をもってAir Asia日本撤退が決定している。

・ 首都圏と地方の格差は大きく、首都圏がメインのマーケット。車で都心から１時間離れると牛やオオトカゲが歩く風景。

３．現地コーディネーターとのオンラインセッション(One on One)
◆セッション・サマリーPart 1:現地市場に関するレクチャー

・ Cool Japan x ISETAN:売れていない。 11



The JAPAN BRAND™
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4. プロモーションツール:JRE専用パンフレット（別添）

◆全米輸専用パンフレット（サイズ:A4(２つ折) ／枚数:８ページ／言語:英語）
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The JAPAN BRAND™
in Yangon Myanmar

５. オンライン個別商談会 実施記録

◆成約金額サマリー

参加バイヤー数
参加会員者数
商談件数合計
取引見込み金額

31社（全米輸会員に対して）
4社
48件
39,200,000円（3月24日現在）

なお、取引見込み金額は、商談後に会員から回収したアンケートによる。

30

11

全米輸会員から見た成約可能性

0
7

成約（0％）

成約見込（15％）

継続交渉（62％）

不成立（23％）

（アンケート実施日２月26日）

※【商談評価】についての定義は以下の通り。

・「成約」とは、商談会当日時点で商品の売買が決定した状態で、
数日もしくは数週間以内には「発注に関する書類」や
「納品時期の設定」等にまで商談が進み、実際の取引が行わ
れることを指す。
・「成約見込」とは、商談成約に向け（買うことを前提とし て）話が進
んでおり、概ね数カ月～6カ月以内に成約が見込め る案件を指す。
・「継続交渉」とは、この場では成約に関する結論が出ず、 引き続き
商品価格、改善要件等について交渉を進め、今後の 交渉次第では
購入が決まりそうな案件を指す。
・「不成立」とは商談成立の見込みがほとんどない、もしく は購入意思
が全くみられなかった案件を指す。

件数 ％

成約

成約見込

継続交渉

不
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The JAPAN BRAND™
in Yangon Myanmar６. 事業の総括／今後の課題・展開
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